
 

 

 

 

        ６月２９日、２年生が職場体験を行いました。多くの事業所や公共機関の

皆様のご協力のおかげで、貴重な体験をさせていただきました。 

                      （２９年度職場体験先 敬称略・順不同） 

長寿庵 パン生活保土ケ谷店 シャトレーゼ羽沢店 笹山保育園 上菅田郵便局 サイゼリア ドンキ

ホーテ北口店 グリーンスポーツ 陣スポーツ TSUTAYA鶴ヶ峰店 Ｂｌｕｅ－ｓｋｙ 日産プリンス神奈川

旭白根店 ガスト保土ケ谷店 吉野家１６号線西谷

店 

セブンイレブン旭区

川島町店 

上菅田小学校 和作 

食彩工房 竹山保育園 竹山南幼稚園 徳風幼稚園 

ズーラシア トヨタカローラ保土

ケ谷店 

マグドナルド和田町

店 

ガスト星川駅前店 パティスリートゥージ

ュール天王町駅前店 

ミニストップ上星川

店 Ｂａｒｂｉｅｒｅ 保土ケ谷区役所 

ベーカリーキキ 霧笛楼 ふらんすやま保土ケ

谷店 

安藤スポーツ 保土ケ谷図書館  

保土ケ谷警察署 タウンニュース ワークショップ夢 21西谷Ⅳとうふ工房 21 

 職場体験は、キャリア教育の一環
いっかん

として実施しています。社会的・職業的自立へ向けて、

キャリア教育を通して育てたい力は、①人間関係形成・社会形成能力②自己理解・自己管理

能力③課題対応能力④キャリアプランニング能力の 4つの力です。その中には、自分自身の

肯定的
こうていてき

な理解に基づき主体的に行動する力や、収集した情報を取捨
しゅしゃ

選択
せんたく

する力など、現代社

会で特に重要度が増している能力もふくまれてはいますが、大切な基本は、今も昔も変わり

ません。あいさつと返事がしっかりできる人、時間やきまりや約束を守る人、すすんで手伝

いをする人、最後までやりとげ責任を果たす人、謙虚
けんきょ

に学び続ける人、社会を支えているの

はそういう人々です。子どもたちは、職場体験の事前の打ち合わせから、当日の体験、事後

のお礼状
れいじょう

作成までの取組全体を通して、働くことの意味と社会で生きていくうえでの人と

しての基本を学ばせていただきました。中学生を受け入れ、ご指導いただいた皆様に、心よ

り御礼申し上げます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

6 月 18 日に開催された「文部科学大臣杯 第 13 回小中学校将棋団体戦 神奈川県予選」

で、上菅田中学校Ａ（3年：横谷
よ こ や

俊
とし

輝
き

さん、3年：東
あずま

亮
りょう

太
た

さん、2年：小泉
こいずみ

柊
しゅう

太
た

さん）は、

「中学校の部 大臣杯選抜戦」で見事優勝を果たし、7 月 24 日に東京で開催される東日本

大会の出場権を獲得しました。おめでとうございます。 

       上菅田中学校だより  

                     第４号 平成２９年７月１１日発行 

発行責任者 校長 関 恭雄 

 

 

 

上菅田中学校 学校教育目標 

◆学びを深め、実践力を養う 

◆互いを認め、自分を伸ばす 

◆豊かな心と健康な体をつくる 

◆地域の一員、国際社会の一員 

であることを自覚し、行動する 

職場体験 

お知らせ 

公立高校の入試日程決定に伴い、卒業式の日時
が正式に決まりましたのでお知らせいたしま
す。 

上菅田中学校第 48回卒業証書授与式 

日時 平成 30年 3月 9日（金）9時 30分開式 

場所 上菅田中学校体育館 

祝・将棋部 

東日本大会へ 
 



 7月 1日・2日に開催された「神奈川県中学校選抜陸上 

競技大会」において、上菅田中学校陸上部 2年生の池田
い け だ

 

悠人
ゆ う と

さんが男子共通棒高跳
ぼうたかとび

で優勝し（記録：４ｍ２０）、 

8月 19日～22日に熊本県で開催される「全日本中学校 

陸上競技選手権大会」への出場を決めました。おめでとう 

ございます。 

☆部活動各競技で、３年生にとっては最後の大会となる夏の大会が進行中です。たった１勝をあげるこ

とでさえ容易
よ う い

なことではありませんが、勝負の結果より、勝利を目指して積み重ねてきた練習の過程と、

最後まであきらめずに全力を尽くす姿勢にこそ価値があります。そして、勝っても負けても人としての

真価
し ん か

は、現役
げんえき

引退後に問われます。本当の勝負はこれからです。がんばれ、上中生
かみちゅうせい

！☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回ＫＡ
カ

Ｍ１
ミ ワ ン

グランプリ開催 

～１年生チームが優勝！ 

 生徒会本部が、学年の違いをこえて全

校で交流することの実現を目指して企

画したＫＡＭ１グランプリが開催され

ました。昨年度の第１回は百人一首大

会、今回はドッジボール大会でした。昼

休みの体育館で３日間にわたる熱戦が

繰り広げられ、トーナメントを勝ち上が

り決勝に進んだのは、１年生の「１年生

選抜～実が２つ～」と２年生の「チーム

空間」でした。強豪
きょうごう

チーム同士の決勝

戦は楽しさと緊迫感
きんぱくかん

の入
い

り混
ま

じった独

特の雰囲気の試合になりましたが、優勝

を勝ち取ったのは１年生選抜チームで

した。私も、３日間楽しく観戦させても

らいましたが、参加チームの選手も観戦

する生徒も運営者の生徒会役員も、みん

な本当にいい顔をしていたのが印象的

でした。最高に盛り上がった楽しいイベ

ントになりました。生徒会のみなさん、

次回も期待しています。残念ながら出席

できなかった「生徒総会」も今までにな

い数多くの意見交換があったと聞きま

した。生徒会のスローガン「上中
かみちゅう

大改

革～温故
お ん こ

創
そう

新
しん

」は着実にすすんでいるよ

うです。 

三点
さんてん

確保
か く ほ

 

 夏になると、私は父を思い出します。大正
たいしょう

生ま

れの父は、口数の少ない職人
しょくにん

気質
か た ぎ

の人でした。そ

の父が、私が中学２年の夏に、突然、私を丹沢
たんざわ

登

山に誘
さそ

いました。父と二人だけで泊りがけの旅を

したのは、それが最初で最後です。父は若いころ

会社の山岳
さんがく

サークルで本格的な登山をしていたそ

うですが、反抗期が始まり扱
あつか

いにくくなった息子

をなぜ誘う気になったのかはわかりません。 

 １日目は、塔ノ岳
とうのだけ

の麓
ふもと

の山小屋に泊
と

まり、２日

目に源
げん

次郎
じ ろ う

沢
さわ

という名の渓谷
けいこく

の沢登
さわのぼ

り（渓流
けいりゅう

の滝

や岩壁
がんぺき

をのぼっていく登山）で頂上を目指しまし

た。靴
くつ

を山小屋で手に入れた草鞋
わ ら じ

に履
は

き替
か

え、滝

の水しぶきを浴
あ

びながら岩壁
がんぺき

をよじ登っていきま

す。はじめて経験する沢登りは私の冒険心を満た

してくれました。父に教わったことはただひとつ、

「三点確保」だけでした。それは、両手両足の四

点のうち一点を動かす時に、必ず他の三点は手が

かりや足場
あ し ば

を確保しておくことで、着実に岩壁を

登っていく技術です。当時、身軽な中学生だった

私は、三点確保だけは守りながら次々と滝や岩壁

をクリアーしていきました。しかし、終盤
しゅうばん

、上級

者向けの滝があらわれると、父は迷わず安全な

迂回
う か い

路
ろ

へ回りました。私は少し悔
くや

しい気持ちもし

ましたが、山の怖
こわ

さを知っている父の背中を見な

がら黙
だま

ってついて行きました。「三点確保」は、登

山用語ですが、今でも私の座右
ざ ゆ う

の銘
めい

のひとつです。 


